






















































































































































































































の要素の結びつきで整理することができるため、これは取引の 8 要素と呼ばれている７。 
 
図表 1 取引八要素結合関係表 
借方要素  貸方要素 
資産の増加  資産の減少 
負債の減少  負債の増加 
資本の減少  資本の増加 
費用の発生  収益の発生 
 






































































































































 すなわち、所得以上の生活をすれば経済状態が悪化し（図表 2 ケース 1）、もし、所得の
うちいくばくかを貯蓄すれば経済状態が改善する（図表 2 ケース 2）と考えられるからで
ある。 
 
図表 2 ヒックスによる所得概念 
 資本（週初） 所得 
ケース 1 資本（週末）  消費 




その最初の定義が、次の所得第 1 号である。 


























































































図表 5 事後の所得の算出 
 
 

































































 ヒックスの個人の所得概念から企業の利益概念を得るためには、図表 6 に示したとおり、
事前の所 1 号の「支出」を、「所有主への配当」に置き換えればよい。 
  
図表 6  企業の利益概念 
貨幣資本（週初） １週間のうち支出可能な最大額 
















期首資本  期末資本 








































































   
純有形資産の価値   
 








































図表 10 債券からの利得 
    現金収入 
 
 
    
   期待収入  債券価格 
債券価格  債券価格   



































債券の値上がり益     
    
現金収入  可変利益   
  経済的利益 
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図表 13 のとおりとなる。 
 
図表 13 資本価値を現在価値、資本設備の支出による利益計算 
 現在価値による場合 支出額による場合 
第 1 期 �� � �� − (�� − ��) �� � �� − (�� − ��) 











   �1 − �1 ＝�1 − (�0 − �1) − �1 + (�0 − �1)=(�0 − �0)－(�1 − �1)=(�0 − �1) 
   �2 − �2 ＝�2 − (�1 − �2) − �2 + (�1 − �1)=(�1 − �1)=�1 
  














1 1 1 − ( 0 1) − 1 + ( 0 1) ( 0 0)－( 1 1) ( 0 1) 
















































































































































期首持分  期末持分 








































他 包括利益において計上 残り 収益又は費用の2 つの構成部分に分解される(ED, 
para.6.77)。 
 これは、以下の図表15のとおり示 ことができる。 
 
 
期首持分  期末持分 

































































































































                                                  
１ 2004 年に、IASB は米国財務会計基準審議会(FASB)と概念フレ ムワークを改訂するた
めの共同プロジェクトを立ち上げ、2010 年に財務報告の目的及び財務情報の質的特性の
部分の改訂を行った。その後、他のプロジェクトを優先するため、概念フレームワーク・







第 1 章 一般目的財務報告の目的 
第 2 章 有用な財務情報の質的特性 
第 3 章 財務諸表及び報告企業 
第 4 章 財務諸表の構成要素 
第 5 章 認識及び認識の中止 
第 6 章 測定 
第 7 章 表示及び開示 






































































































































（Hendriksen and Van Breda [1992]p.281 参照）。 
１５ [1946]p.305 参照。 
１６ ヒックス[1946]p.304 参照。 
１７ ヒックス[1946]p.307 参照。 
１８ ヒックス[1946]p.309 参照。 





２１ ヒックス[1946]p.313 参照。 
２２ 同上。 
２３ 同上。 
２４ ヒックス[1946]p.314 参照。 
２５ ヒックス[1946]pp.314-315 参照。 
２６ 上野[2014]p.213 を参照している。 
２７ 上野[2014]p.211 は、これは現在価値会計にほかならず、ここに現在価値会計の意義が
あるということができるとしている。 















３０ 上野[2014]p.213 を参照している。 
３１ [2014]p.214 を参照している。 
３２ 上野[2014]p.214 を参照している。 
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This paper studies on accounting measurement, which is a long outstanding issue in the 
conceptual framework and is now being discussed in the Exposure Draft, Conceptual 
Framework for Financial Reporting issued by the International Accounting Standards 
Board in May 2015, from the perspective of the income concept by the economic theory.
The conceptual framework applies ‘the asset and liability view’, which defines the income 
by an increase of asset and a decrease of liability, i.e. a measure by an increase of net 
economic resource in an entity during a period. Therefore, it is often discussed that the 
measurement of income by ‘the asset and liability view’ bears a similarity to the income 
concept by the economic theory which defines it as an increase of wealth grounded on the 
income concept by J. R. Hicks, i. e. a man’s income is defined as the maximum value which 
he can consume during a week, and still expect to be as well off at the end of the week as 
he was at the beginning.
After confirming that the objective of accounting measurement finally reduces to the 
measurement of income, the paper explores the difference between the income concept 
indicated by accountants and the one indicated in the economic theory from the concept of 
an individual income by J. R. Hicks and the mixed economic income by S. S. Alexander who 
succeeded the J. R. Hicks’s income concept and expanded it to the income concept of an 
entity.
Based on this exploration, the paper prospects the legitimacy and the future possibility 
of the income concept by the accounting measurement with historical cost and current 
value provided in the Exposure Draft by looking at the ex-post income by J. R. Hicks which 
is accountants’ income concept and the variable income by S. S. Alexander who succeeded 
it and refined the ex-post income.
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